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   Intravesical instillation of dimethyl sulfoxide (DMSO) was used in the treatment ofpatients with 
intractable urinary frequency due to chronic prostatitis, chronic ystitis,tuberculous contracted bladder 
and interstitial cystitis. 
   Before the application of this therapy, all 4 patients were examined carefully to rule out cases of 
acute infectious diseases of the urinary tract, active urinary tuberculosis, neurogenic bladder and car-
cinoma in situ of the bladder. 
   Three of the four patients achieved an excellent response both subjectively and objectively. 
   In the United States, intravesical instillation of DMSO had already been established asthe specific 
method in the treatment of interstitial cystitis and no side effects have been reported so far. Therefore, 
we recommend the use of intravesical instillation of DMSO more commonly in various forms of in-
tractable urinary frequency. 



















計4例 である.非 特異 性急性炎症,活 動性の尿路結
核,さ まざまの神経因性膀胱,carcinomainsituな
どの疾患を除外するため,入院精査のうえ適応を決定

































1981年より頻尿,排 尿時痛出現.当 科初診時,尿 所
見上白血球2～4/視 野 とごく軽度の感染を認めるの
みであったが,1日50～60回の頻尿を訴え,1983年9




回,膀 胱内注入を施行するも,症 状 の改善を認めな
いまま妊娠,分 娩を強 く希 望したため,残 念ながら
DMSO療 法は中止となった.
症例3.32歳男子(046-046-2)

































Fig.1.B:同症 例 のDMso膀 胱 内注 入 療 法 後
のIVP.膀 胱 壁 の伸 展 性 は良 好 とな






















Fig.2.B:同症 例 の1983年1月の膀 胱 多 重 造 影.
膀 胱 は 萎 縮 し,伸 展 性 不 良 で 両側 に




Fig.2.A=症例4の1978年4月 のIVP.膀 胱 に
形 態 上異 常 を認 め な い.
数は8～12回/昼間,3～4回/夜 間と頻尿がつづき,
膀胱充満時痛 も持続 していたため,DMSO膀 胱内注
入を開始した.膀胱内注入を10回施行した時点で,膀
胱容量は220m1程度にしか増加しなかったにもかか


















入院精査 となった.膀 胱粘膜の病理組 織学的検索に
て,粘 膜下の炎症性浮腫,細 胞浸潤,充 血像を認め






Fig.2.C:同症 例 の1984年1月 の 膀 胱 造 影.
DMSO療 法 に よ り膀 胱 容量 は 増 加












































































・利尿作用 ・免疫 能賦活 作用 ・血管 拡張作用 ・血小
板凝集の抑制など,さ まざまな作用が 確認 されてい



















































難治性頻尿を主訴とす る4例に対 し,DMSO膀 胱
内注入により良好な治療結果を得たので報告した.
当初,DMSO療 法は間質性膀胱炎に対する検討が
主であり,その有効性 ・安全性は広 く認められるにい
たったが,近年難治性頻尿などの膀胱刺激症状をきた
すさまざまな疾患にも,その有用性が注 目されてきて
いる,適応の慎重な選択と,仔細な経過観察がなされ
ド
る限 り,いわゆる``難治性"と して治療に多くの困難
を感 じさせる慢性疾患群のなかにも,本療法の適応が
拡大されるのではないかと期待される.
本論文の要 旨は,第270回日本泌尿器科学会北海道地方会
(旭川)に おいて発表 した.
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